
 
 
 
平成 24年 9月 7日（金）、本館 1階ライブラリーにて、麻酔科・松﨑医師による『麻酔は怖く

ない！』を公開しました。 

当日は 10名の皆様にお集まりいただきました！！ 

 

 

～麻酔のお話～ 

麻酔には全身麻酔、脊椎麻酔、局所麻酔などがあ

り、麻酔をかける時の体位も様々あります。 

手術をする前に麻酔科医が現在服用しているお薬、

アレルギーなどを聞いて患者さまに合った麻酔方

法を決めます。患者さまが安心して手術を受けら

れるように、麻酔に関して説明を行います。 

 

 

また、全身麻酔前に絶食・絶飲するのは、麻酔中に嘔吐して窒息しないようにするためだそう

です。患者さまの安全のための措置なんですね。 

麻酔科医は患者さまが安全に手術を受けられるように呼吸、血圧、心電図など全身状態の管理

を行います。麻酔が終わった後も、患者さまの状態を観察するそうです。 

自分が眠っている間もしっかり麻酔科医が管理してくれるので安心できますね。 

 

そして今回は麻酔のお話だけではなく、一次救命措置（ＢＬ

Ｓ）についての説明もありました。 

もし目の前の人が倒れて意識を失っていたらみなさんはど

うしますか？すごく慌てると思います。どうしたらいいか分

からない時は、まずは大声で人を呼んでください。 

目の前の人を救うにはまずは行動が大切だという

ことですね。 

 

皆様も不安に思っていることがあればどんどん聞

いてみて下さいね。 

またのご参加お待ちしております！！ 
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